
実施中の活動に

対する不注意

４５人（４１％）

※防波堤の踏み外し、照明

器具不使用・性能不足など周辺環境に対する

不注意

２７人（２５％）

気象海象不注意

１２人（１１％）

健康状態に対する

不注意 ６人（６％）

気象海象無視
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海中転落

１０８人（９０％）

帰還不能
８人（６％）

負傷
２人（２％）

溺水

２人（２％）

事故種類別

１２０人
（令和元年～令和5年）

（令和元年～令和5年）

海中転落の原因別
■生存者 ■死者・行方不明者

複数人で行動

することにより、

浮力確保、通報、救助

までが迅速に進み、

生存率が高くなるよ！

海中転落者の行動形態別生存率
（令和元年～令和5年）

何で複数行動の方が

生存率が高いの？

釣り中の事故防止のポイント

☆ 立入禁止場所など、危険な場所には立ち入らない！

☆ 釣りをするときは、ライフジャケットを常時着用しよう！

・ 釣りに行くときは、家族や仲間と一緒に行こう！

・ 釣りに行くときは、家族に場所や帰宅時間を伝えよう！

・ 最新の気象情報を入手して、無理な行動はやめよう！

酒田海上保安部


